
デ
ー
タ
作
成
の
技
術
力
で
挑
む
３
Ｄ
事
業

体験教室は人材教育に有効
渡　聡志氏社長

那須化成
　
那
須
化
成
は
操
業

年
目
の

合
成
樹
脂
射
出
成
形
会
社
で

す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降

厳
し
い
経
営
が
続
く
中
、
も
っ

と
何
か
で
き
な
い
か
と
模
索

し
、
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
た

の
が
３
Ｄ
技
術
で
す
。
２
０
１

０
年
作
成
の
５
カ
年
事
業
計
画

で
は
新
規
受
注
開
拓
、
自
社
製

品
開
発
と
と
も
に
３
Ｄ
事
業
を

重
点
項
目
に
掲
げ
、
３
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ｄ
技
術
習
得
に
励
み
、

年
４

月
に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入

し
ま
し
た
。

　
当
社
が
所
有
す
る
の
は
持
ち

運
び
も
可
能
な
低
価
格
機
種
で

す
。
３
Ｄ
技
術
は
デ
ー
タ
作
成

の
力
が
問
わ
れ
る
の
で
す
。
機

械
の
性
能
は
試
作
品
の
出
来
映

え
に
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
の
技
術
力
は
プ
リ
ン
タ
ー
性

能
に
左
右
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
図
面
か
ら
の
金
属
削
り
出
し

に
よ
る
サ
ン
プ
ル
試
作
は
高

価
、
２
Ｄ
図
面
だ
け
の
プ
レ
ゼ

ン
は
分
か
り
に
く
い
と
い
っ
た

話
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
当
社
は

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
を
使
っ
て
サ
ン
プ
ル
を
提
出

具
体
的
な
プ
レ
ゼ
ン
の
た
め

２
Ｄ
図
面
か
ら
３
Ｄ
サ
ン
プ
ル

を
作
成

３
Ｄ
図
面
か
ら
分
か

り
や
す
い
画
像
を
作
成

３
Ｄ

図
面
か
ら
２
Ｄ
図
面
を
複
製
―

な
ど
の
解
決
策
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
３
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ｄ
・
Ｃ
Ｇ
を
使
い
こ

な
せ
る
人
材
の
多
く

が
大
企
業
専
属
で

す
。
機
材
の
低
価
格

化
、
精
密
化
は
進
ん

で
も
、
３
Ｄ
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
は
不
足
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
製
造
業
の
将
来
を
見
据

え
る
と
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を

利
用
し
た
人
材
教
育
、
次
世
代

の
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ｇ
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
早
期
育
成
は
重
要
な
テ
ー

マ
で
す
。

　
実
験
的
で
す
が
、今
年
６
月
、

宇
都
宮
市
内
の
図
書
館
を
会
場

に
、
子
供
た
ち
に
最
先
端
の
３

Ｄ
Ｃ
Ｇ
を
体
験
さ
せ
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち

か
ら
は
何
で
も
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
製
造
業
に
不
可
欠
な
好

奇
心
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
教
育
現
場
に
３
Ｄ
技
術
教
育

を
導
入
す
る
に
は
、児
童
生
徒

の
適
性
の
問
題
、
設
備

人
材

の
問
題
な
ど
課
題
は
多
い
で
す

が
、モ
ノ
づ
く
り
体
験
教
室
は

有
効
な
第
一
歩
に
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。目
下
と
ち
ぎ
３

Ｄ
総
合
技
術
研
究
会
」
活
動
を

始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

顧
客
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
再
研
磨

職人技とＣＮＣ技術を融合
吉成　重雄氏社長

吉成工具研磨
　
切
削
工
具
は
生
産
性
に
直
接

結
び
付
く
重
要
な
部
分
だ
と
思

い
ま
す
。
使
用
に
当
た
り
切
れ

味
が
悪
く
な
る
、
刃
先
が
欠
け

て
削
れ
な
い
な
ど
の
状
態
か
ら

工
具
を
削
り
直
す
こ
と
で
、
よ

り
良
い
生
産
の
向
上
を
支
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
、
当
社
が

行
う
再
研
磨
業
と
な
り
ま
す
。

　
当
社
の
専
務
が
担
当
す
る
Ｃ

Ｎ
Ｃ
技
術
部
門
で
は
、
独
の
ワ

ル
タ
ー
エ
ワ
ー
グ
社
製
５
軸
制

御
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
万
能
工
具
研
削
盤

を
主
要
と
し
、
一
般
的
な
工
具

や
特
殊
工
具
の
再
研
磨
・
製
造

を
行
い
、
ま
た
、
汎
用
性
が
高

く
量
産
に
適
し
た
牧
野
フ
ラ
イ

ス
精
機
製
５
軸
制
御
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ

機
は
再
研
磨
を
メ
ー
ン
と
し
て

い
ま
す
。
当
社
で
は
高
精
度
か

つ
高
品
質
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
製

造
工
具
や
メ
ー
カ
ー
同
等
の
再

研
磨
が
で
き
る
た
め
、
幅
広
い

顧
客
ユ
ー
ザ
ー
に
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
近
年
要
求
精
度
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
高
精

度
測
定
に
よ
る
精
度
保
証
が
で

き
る
ワ
ル
タ
ー
エ
ワ
ー
グ
社
製

の
４
軸
制
御
の
非
触
自
動
測
定

機
を
導
入
予
定
で
す
。

　
栃
木
県
に
お
け
る
航
空
宇

宙
、
自
動
車
の
両
産
業
振
興
協

議
会
に
よ
り
発
足
さ
れ
た
複
合

材
加
工
技
術
研
究
部
会
に
参
加

し
、
県
内
の
航
空

機
お
よ
び
自
動
車

産
業
関
連
に
お
け

る
企
業
の
方
々
の

協
力
の
も
と
、
当

社
は
穴
あ
け
工

具
、
切
削
工
具
を

製
作
し
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ
加
工
に
携
わ
り

ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
に
設
立
さ
れ
た

切
削
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
同
業

者
、
工
具
メ
ー
カ
ー
、
機
械
メ

ー
カ
ー
、
出
版
社
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
が
集
ま
る
会
で
、
情

報
交
換
や
交
流
の
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
は
発
足
当
初
か

ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

会
で
お
会
い
し
た
方
々
と
現
在

で
も
、
信
頼
の
お
け
る
良
き
お

付
き
合
い
や
お
取
り
引
き
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
「
技
術
革
新
の
精
神

を
失
わ
な
い
」
「
日
々
の
研
究

を
怠
ら
な
い
」
「
飽
く
な
き
向

上
心
を
持
つ
」
「
高
品
質
、
短

納
期
で
顧
客
満
足
の
向
上
を
目

指
す
」
を
企
業
理
念
と
し
て
い

ま
す
。
私
の
長
男
が
後
継
者
と

し
て
専
務
と
な
り
、
職
人
技
と

Ｃ
Ｎ
Ｃ
技
術
を
融
合
さ
せ
、
従

業
員
一
丸
と
な
っ
て
、
取
引
企

業
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

活
性
化
図
り
改
革
検
討
鈴
木
氏
地
域
と
の
協
力
を
継
続
溝
口
氏

原口純一郎氏東京中小企業投資育成業務第五部長 溝口佳宏氏帝京大学経済学部地域経済学科講師

次代へ向け飛躍する栃木の

鈴木昇氏宇都宮大学地域共生研究開発センター長湯沢洋一氏足利銀行ビジネスソリューション営業室長

猪俣佳史氏栃木銀行取締役法人営業部長

連
携
し
て
商
談
会
開
催
湯
沢
氏
マ
ッ
チ
ン
グ
を
積
極
化
猪
俣
氏
新
分
野
へ
の
進
出
支
援
原
口
氏

注目企業の事例紹介

　
司
会
　
産
業
の
活
性
化
に

は
金
融
機
関
の
果
た
す
役
割

が
不
可
欠
で
す
。

　
湯
沢
　
例
年

月
に
「
も

の
づ
く
り
企
業
展
示
・
商
談

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
出
展
企
業
は
１
９
３

社
で
し
た
。
開
催
に
当
た
っ

て
は
栃
木
県
内
の
信
用
金
庫

・
信
用
組
合
、
栃
木
県
産
業

労
働
観
光
部
、
栃
木
県
信
用

保
証
協
会
、
栃
木
県
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
金
融

機
関
単
独
で
は
な
く
、
こ
の

よ
う
な
形
で
展
示
・
商
談
会

を
開
催
す
る
の
は
、
全
国
で

も
ま
れ
な
ケ
ー
ス
だ
と
聞
い

て
い
ま
す
。
県
内
企
業
の
発

展
の
た
め
、
オ
ー
ル
栃
木
で

一
致
団
結
し
た
取
り
組
み
で

す
。

　
同
様
の
枠
組
み
で
、
毎
年

１
月
に
は
「
と
ち
ぎ
食
と
農

の
展
示
・
商
談
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
１
７

３
社
が
出
展
し
ま
し
た
。
来

年
１
月
は
５
回
目
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
県
、
当
行
、
野

村
證
券
と
宇
都
宮
大
学
が
協

力
し
、
独
自
商
品
の
開
発
、

販
路
開
拓
を
支
援
す
る
「
食

と
農
」
企
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
猪
俣
　
た
と
え
ば
、
企
業

の
再
生
は
財
務
内
容
改
善
、

経
費
見
直
し
な
ど
だ
け
で
は

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
売
上

高
を
い
か
に
伸
ば
す
か
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
積
極

的
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

７
月
の
第
二
地
銀
協
会
主
催

「
食
の
魅
力
発
見
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
は
当
行
関
係
で

社
が
参
加
し
、
商
談
継
続
中

で
す
。
ま
た
、
各
渉
外
担
当

の
顧
客
の
細
か
な
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
、
他
店
の
担
当
が
マ

ッ
チ
ン
グ
で
き
る
Ｏ
Ａ
シ
ス

テ
ム
の
活
用
も
効
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
約
１
年
で
６
０

０
件
の
具
体
的
マ
ッ
チ
ン
グ

が
あ
り
、
１
８
０
件
の
商
談

が
成
立
し
ま
し
た
。

　
太
陽
光
発
電
関
係
の
よ
う

に
総
合
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

求
め
ら
れ
る
一
方
、
各
種
補

助
金
関
係
の
細
か
な
情
報
に

つ
い
て
も
大
き
な
ニ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
機
能
を
発
揮
し
、
積
極
的

で
円
滑
な
資
金
提
供
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
原
口
　
投
資
育
成
会
社
は

経
済
産
業
省

中
小
企
業
庁

所
管
の
中
小

企
業
政
策
実

施
機
関
で

す
。
現
在
当

社
で
約
９
０

０
社
、
大
阪

と
名
古
屋
の

投
資
育
成
会

社
と
合
わ
せ

る
と
、
全
国

で
は
約
２
３

０
０
社
に
利

用
し
て
も
ら

っ
て
い
ま

す
。
今
年
、

設
立

周
年

を
迎
え
ま
し

た
。
設
立
当

初
は
直
接
金

融
と
し
て
の
役
割
が
中
心
で

し
た
が
、
こ
の

年
ぐ
ら
い

は
経
営
者
の
世
代
交
代
に
当

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
る
企
業
の
お
手
伝
い
も

増
え
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
産
業
を
こ
れ
ま
で

け
ん
引
し
て
き
た
電
機
・
自

動
車
の
生
産
海
外
シ
フ
ト
に

伴
い
、
多
く
の
中
小
企
業
で

仕
事
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
栃
木
県
内
に
は

医
療
機
器
の
中
堅
・
大
手
メ

ー
カ
ー
が
あ
る
た
め
、
そ
の

分
野
に
進
出
し
た
い
と
考
え

る
中
小
企
業
が
多
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
県
内
産
業
の
特

徴
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
の

力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　　 ２０１３年 平成２５年 １２月１８日 水曜日 【企画特集】 （ ）

　
司
会
　
大
学
は
地
域
の

「
知
の
拠
点
」
と
し
て
、
産

業
界
か
ら
の
期
待
が
増
し
て

い
ま
す
。

　
鈴
木
　
地
域
共
生
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
は
技
術
相
談
、

共
同
研
究
・
委
託
研
究
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

宇
都
宮
大
学
で
の
産
学
官
連

携
の
窓
口
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
共
同
研
究
を
見
る

と
、
年
間
二
百
数
十
件
・
１

億
円
の
規
模
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
先
端
計
測
・

分
析
部
門
で
は
２
０
１
０
年

か
ら
機
器
を
開
放
し
、
専
門

の
技
術
職
員
に
よ
る
依
頼
分

析
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料
金

で
応
じ
て
い
ま
す
。

　
産
学
連
携
の
一
段
の
活
性

化
を
図
る
た
め
の
改
革
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
成

果
を
踏
ま
え
て
社
会
の
要
望

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て

大
学
の
研
究
を
高
め
よ
う
と

い
う
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
採
用
、
製
造

業
関
係
者
の
産
学
官
金
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
増
員
、
民

間
企
業
の
学
内
共
同
研
究
拠

点
と
し
て
の
部
屋
の
提
供
な

ど
で
す
。
ま
た
、
研
究
を
進

め
る
上
で
、
産
学
連
携
で
の

フ
ァ
ン
ド
申
請
も
有
効
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
溝
口
　
帝
京
大
学
宇
都
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
は
理
工
学
部
、

医
療
技
術
学
部
柔
道
整
復
学

科
、
経
済
学
部
地
域
経
済
学

科
か
ら
な
る
総
合
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
意
欲
あ
る
学
生
、
教

員
が
大
勢
い
ま
す
。
小
型
人

工
衛
星
「
Ｔ
ｅ
ｉ
ｋ
ｙ
ｏ
Ｓ

ａ
ｔ
―
３
」
は
来
年
１
月
の

打
ち
上
げ
が
決
ま
り
、
準
備

が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま

す
。
今
年
久
々
に
参
加
し
た

「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
」
は

医
療
系
の
教
員
も
関
係
す
る

人
力
飛
行
機
な
の
で
、
学
内

を
挙
げ
て
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
科
学
技
術
と
社
会
を
結
び

つ
け
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
ら
い

お
ん
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
他

大
学
や
企
業
の
協
力
も
得
な

が
ら
２
年
目
に
入
っ
て
い
ま

す
。

　
帝
京
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
、
医
療
工
学
研
究
会

と
い
っ
た
、
学
生
に
よ
る
自

主
的
な
取
り
組
み
も
始
ま
り

ま
し
た
。
継
続
し
て
い
く
の

が
大
切
で
す
の
で
、
地
域
と

協
力
し
な
が
ら
育
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


